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＜連絡事項＞

· 7/7（金）17:30より伝達講習「精神科リハビリテーション看護について」あり。

· 杉澤　恵子様～7/1退院、7/5初外来予定となっている。デイケア体験利用日については家族で
　　　　　　　相談のうえ連絡がある。

＜外来情報＞

· 晴山　美智子様～「デイケアの人に仕事の愚痴を話したら、機嫌を悪くしたようで付き合いづらく
　　　　　　　　なった。どうしたらよいか」等対人関係の問題について話されている。

· 高橋　百壽様　～受診前より落ち着きなく「だるい」との訴えがあり、順番を早くして受診されて
　　　　　　　　いる。だるさとイライラ感を訴えられており、表情も硬さが見られている。抗精
　　　　　　　　神病薬（リントン）追加処方となっている。

· 我満　奈津紀様～日中に眠気が残るとのことで、就床前薬が変更（ユーロジン→グッドミン）とな
　　　　　　　　っている。

＜利用者様情報＞

· 大久保　律子様　～6/30（金）デイケア終了後、喫煙所で夫（大久保恒夫氏）と大声で口論されて
　　　　　　　　　いる。17時ごろデイナイトケアルームに現れ、スタッフに物を投げつけるこ
　　　　　　　　　とがある。別室で事情を伺うと、①晴山様からの退職相談　②外来を松平病院
　　　　　　　　　から当院に変更することへの不安　③スタッフへの感情等の内容をまとまり
　　　　　　　　　なく話されている。話をされた後はスッキリした表情となり、スタッフに謝罪
　　　　　　　　　される。19時過ぎ、夫が謝罪に来られる。その際「晴山さんから仕事を辞め
　　　　　　　　　たいという話ばかり聞かされてストレスが溜まっていたようだ」との話あり。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　⇒経過については青明舎に情報提供済み。後日本人来所時に話を伺う。

· 晴山　美智子様　～本日来所時より落ち着きなく、「金曜日に（大久保）恒夫さんから『あんたが
　　　　　　　　　電話してから律子がおかしくなった』と怒られた」と話される。大久保律子様
　　　　　　　　　への電話内容については「仕事の愚痴を話したくて電話している。仕事は契約
　　　　　　　　　更新したところだし、辞められないことは分かっている」とのこと。週末に会
　　　　　　　　　う約束をしていたが「全然話を聞いてくれないからすぐ帰ってきた」と話し、
　　　　　　　　　次の週末の約束を気にされている。また本人様からは、スタッフから律子様に
　　　　　　　　　話をしてもらいその内容を伝えてもらいたいとの要望が聞かれている。
　　　　　　　　　⇒外来からの情報もあわせて今後の対応を検討していく。

· 鈴木　茂子様　　～6/30（金）姉様に電話連絡している（留守電）。本日昼過ぎ姉様より折り返し
　　　　　　　　　ご連絡いただく。昨日本人宅に行き、浪費や借金・デイの欠席が多いようなら
　　　　　　　　　単身生活は難しいと注意してきたとのこと。

　⇒今後も同様の問題が起きる可能性も考えられるため、連絡の方法を含めた対応策を御家族と話し合っていく。
· 井畑　光湖様　　～7/1（土）母様が外来受診されている。当面湊病院にて精神科治療とリハビリ
　　　　　　　　　を継続する必要があるため当院デイケアの退所希望を話されている。本日付で
　　　　　　　　　デイケア退所となる。

· 松永　勘五郎様　～青明舎より情報提供あり。
　　　　　　　　　10:00うみねこ幸房より本人がごみ捨てに行って帰ってこないとの連絡あり。
　　　　　　　　　10:10 青明舎職員がグループホームあおば訪問。本人が自室にいることを確認。
　　　　　　　　　本人より、ごみ捨て当番のため8:00にうみねこ幸房に行くが鍵が開いていな
　　　　　　　　　かった。その後ごみ捨てに行くが、頭痛があり、グループホームに戻って横に
　　　　　　　　　なっていたとの話があったとのこと。
　　　　　　　　　自室での面談時、話し方が普段と異なる様子（噴出し笑い、視線を反らさずに
　　　　　　　　　話す、相手が話したことを繰り返す）が見られていたが、青明舎で再度面談を
　　　　　　　　　行なった際は、緊張した様子で話されていたとのこと。
　　　　　　　　　⇒ナイトケアでの様子も関係機関に情報提供していく。

· 鈴木　恵美子様　～右太腿部の痛みと腫脹を訴えられている。以前処方された塗り薬があると話さ
　　　　　　　　　れるが、外来担当医へ相談するよう促している。
· 川口　八寿子様　～左腰部の痛みを訴えられている。自宅でバランスボール等を使った筋トレ、ス
　　　　　　　　　トレッチを行なっているとの話あるが、外来担当医へ相談するよう促している。

· 大釜　久直様　　～母様より状態報告あり、「だいぶよくなりました」とのこと。7/5（火）は、
　　　　　　　　　八戸赤十字病院外来受診するため欠席とのこと。

＜ミニ勉強会＞

「疾患の理解」

○統合失調症（復習）

· 症状：知覚異常（幻覚）、思考異常（妄想）　　
　　　⇒はっきりとした、意識清明の中で起きている

· 幻覚、妄想の内容は患者によって様々であり、急性期や慢性期での症状の表れ方や程度も異なる。

· 本人や他者、あるいは社会に対する影響を把握し、社会生活を送っていく上で何が障害になるのかを分析し、その原因を解決するための援助を考えることが必要。

○躁鬱病

· 統合失調症、非定型精神病と同じく、内因性精神病である。

· 主　訴：気分・感情の障害。気分が高揚し意欲の活動性が亢進される躁状態と、気分が沈滞・低下
　　　 し意欲の活動性が抑制される鬱状態がある。両病相の精神状態は、病前の日常的な変動範
　　　 囲から逸脱した状態にある。

· 病　名：わが国では一般的に躁鬱病と言われるが、感情病、気分障害（感情障害）とも言われる。
　　　　躁状態と鬱状態を繰り返すので、循環病とも言われる。

· 経過様式：

· 単極型躁（鬱）病

· 1回だけエピソードが現れる

· 複数のエピソードが寛解期を経て現れる

· 双極型躁鬱病

· 躁状態と鬱状態の複数のエピソードが寛解期を経て（交互に）現れる

· 躁状態と鬱状態の複数のエピソードが連続的に交互に現れる

· 躁と鬱：両病相における気分と意欲は、変動の大きさや期間、内容において日常的な変動範囲を逸
　　　　脱していることから病前の精神機能状態と区別される。しかし、気分と意欲の変動は社会
　　　　や文化の違いによってその正常範囲が変動する。よって、健康人と躁鬱病患者との境界は
　　　　必ずしも明確ではない。

· 原　因：性格的には几帳面、まじめな人に多い。

· 症　状： 躁～不眠、金銭トラブル、他者への過干渉から来るトラブル

鬱～思考停止、活動停止、食欲不振、頭重感、肩こり、不眠、状態が改善すると自殺の危険がある。

